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塩を染みこませた濾紙を用いて塩味の味覚調査を行いました。この濾紙を舌の上に置き塩味を感じるかどうかを答えてもら
いました。0.6g/cm2から1.6g/cm2まで塩分量が異なる 6 種類の濾紙を用い，塩分量が少ない濾紙から順に始め，塩味を最初
に感知した濾紙の塩分含浸量を塩味として感じることのできる一番薄い味，すなわち塩味の閾値としました。	約1,200名につ
いて調査したところ，	約980名（81.1%）の人は0.6または0.8g/cm2が塩味の閾値でした。しかし約70名（5.6%）の塩味の閾値は
1.6g/cm2でした。前者と後者で 1 日の塩分摂取量の比較を行ったところ，前者では9.7gに対し，後者では10.3gと有意に塩分
摂取量が多いことがわかりまし
た。すなわち，塩味の閾値が上
昇している人は薄味では塩味を
感じにくく，より濃い味付けを
してしまうために塩分摂取量が
上昇してしまうことが推測され
ました。また，加齢と共に塩味
の閾値が上昇すること，糖尿病
治療者や喫煙者も塩味の閾値が
上昇することも示されました。

本研究により塩味の味覚の個人差をもとにした，減塩指導法の応用が期待できます。個々の体質や病気の状態にあった減塩
を行うことによって高血圧や脳卒中の予防に寄与できるものと考えられます。

しまね減塩プロジェクト　脳卒中予防を目指して
Salt Reduction Project in Shimane

高血圧を予防することは脳卒中の予防につながります。高血圧の原因のひとつに塩分摂取過多があります。欧米諸国と比べ
て日本人の塩分摂取量は多く，また島根県は日本の中でも塩分摂取量が多い地域に分類されています。これらのことから，脳
卒中予防のために効果的な減塩指導法を開発する必要があります。我々は塩の味覚には個人差があることに着目し，減塩指導
への応用を目指しています。本研究では塩味味覚の個人差と塩分摂取量ならびに血圧との関連を明らかにしました。

Preventing	hypertension	can	lead	to	the	prevention	of	stroke.	One	of	the	causes	of	hypertension	is	excessive	salt	
intake.	Compared	to	Western	countries,	Japanese	people	consume	more	salt	intake.	In	addition,	Shimane	is	classified	
as	 one	 of	 the	 areas	with	 the	 highest	 salt	 intake	 among	Japan.	 Therefore,	 it	 is	 necessary	 to	 develop	 an	 effective	
method	 for	 salt	 reduction.	We	 focus	on	 the	 individual	 differences	 in	 the	 taste	of	 salt,	 aiming	 for	application	 to	 the	
method	of	salt	reduction.	In	this	study,	we	clarified	the	relationship	between	individual	differences	in	salty	taste	and	
the	amount	of	salt	intake.
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